
会  議  録 

会 議 名 砥部町地域福祉計画策定委員会 

日 時 令和４年１１月７日月曜日 午前１０時 

場 所 砥部町役場 ３階 議員協議会室 

参 加 者 〇策定委員 

（出席者）13人 

正岡知司委員長、白形理恵副委員長、森川政子委員、西岡佳代委員、香川知美委員、 

安原優子委員、佐川盛弘委員、野村りえ委員、小椋美名子委員、矢野恭宣委員、 

稲田憲治委員、日野林一樹委員、田中美延里委員 

（欠席者）１人 

松村美江子委員 

○事務局 

・子育て支援課長 田中弘樹 

・介護福祉課長 堀潤一郎 

・介護福祉課社会福祉係長 岩田恵子 

・（株）ジャパンインターナショナル総合研究所 桒鶴 蓮 

次 第 １．開会 

２．委嘱状交付 

３．町長あいさつ 

４．議事 

議案１ 委員長・副委員長選任 

議案２ 砥部町地域福祉計画策定スケジュールについて 

議案３ アンケート調査、ヒアリング調査の実施について 

議案４ その他 

5．閉会 
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（午前９時５８分） 

 

１．開会 

 

２．委嘱状交付 

 

３．町長あいさつ 

 

（委員自己紹介） 

 

４．議事 

議案１ 委員長・副委員長選任 

砥部町地域福祉計画策定委員会規則第５条の規定により、委員長及び副委員長の

選任は、委員の互選によることとされています。推薦はありますか。 

（推薦なし） 

なければ、事務局から推薦させていただいてよろしいでしょうか。 

（拍手） 

それでは、委員長に社会福祉協議会事務局長の正岡知司委員を、副委員長に主任児

童委員の白形理恵委員を推薦します。ご承認いただける方は、拍手をお願いします。 

（拍手） 

委員長、副委員長にごあいさつをお願いします。 

【委員長あいさつ】 

【副委員長あいさつ】 

議案２ 砥部町地域福祉計画策定スケジュールについて 

議題２砥部町地域福祉計画策定スケジュールについて、事務局より説明願います。 

【説明】 

議案２について、ご質問・ご意見はありませんか。 

(質問、意見なし) 

特にありませんので、事務局案の通り今後のスケジュールを進めていくことにしま

す。 

議案３ アンケート調査、ヒアリング調査の実施について 

議案３ アンケート調査、ヒアリング調査の実施について、事務局より説明願います。 

【説明】 

議案３の内、資料２の砥部町地域福祉計画に関する町民意識調査について、ご質問・

ご意見はありせんか。 

実際に回答してみて、わかりにくいところはありませんでしたか。 

問 41 家族構成について、二世帯住宅で別世帯となっているが一つの家に住んでい
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る場合はどうなりますか。 

食事など生活が全く別の場合は、別と考えてよいと思いますが、回答者の判断に任

せます。 

２ページの問２で、普段相談支援をしている中で、家族関係で困っている方がとても

多いので、その項目を加えてほしいと思います。また、４ページの問７、福祉に関る課

題・問題で、空き家問題や外国人が暮らしやすいまちづくりに関する問題という項目を

追加してほしいです。９ページの生活困窮者の支援のあり方というタイトルを生活困窮

者自立支援制度についてというタイトルに変えてはどうかと思います。また、問２１で

就労支援、生活支援、学習支援という選択肢がありますが、制度的には就労支援、家計

支援、学習支援となっているので、そう変えてはどうでしょうか。 

他にありませんか。私からの意見として、１１ページの項目７で、地域福祉を担ってい

る人についてとなっていますが、自分は担っていないと質問を飛ばしてしまう可能性

があるので、地域福祉についてとしてはでうでしょうか。 

１０ページの再犯防止の取り組みについて、詳しい書類がない中で、どういう形で町

民に公開していくのでしょうか。 

本来地域福祉計画とは別ですが、国から再犯防止計画も求められていて、本町の規

模で再犯防止計画を単独で作成するのは難しいため、地域福祉計画の中に組み込む

形で計画を策定することにしています。 

警察との連携もとっているのですか。 

本日欠席の松村委員が属している更生保護女性会や保護司が、刑務所から出所した

方の生活支援など再犯防止の役割を担っておられます。警察との連携はもちろん、保

護司が窓口となり、社会復帰のために寄り添っています。 

一番大切なことは、再犯が非常に多いことです。主で関わっているのが保護司など

ですが、それだけで更生に導くことが難しい現状があります。そういう状況にあるた

め、再犯防止に向けての取り組みを町民のみなさんに周知をするのが今回の計画で

す。そこからボランティア団体や福祉施設が関わる次の段階に進め、社会全体で再犯

防止をしていくという道のりの第一歩になるのがこの計画だと思っています。 

アンケートの対象者が１８歳以上である理由を教えてください。また、一般の人には

「生活困窮者」「成年後見制度」「再犯防止」などの文言はあまりなじみがなく、難しいと

思う人が多いのではないでしょうか。 

１８歳以上の設定は、成人年齢１８歳に合わせています。児童生徒の意見について

は、中学２年生全員にアンケートをすることにしています。 

広田地区は中学２年生がいないので、旧砥部町在住生徒だけの意見になってしまう

と思います。 

検討します。 

中学２年生アンケートに「砥部町に愛着を感じていますか」という設問が入ってい

て、非常に重要なキーワードになると思います。一般アンケートでの地域への愛着に関

する設問は「住み続けたいですか」になると思いますが、同じように「地域への愛着」と

いう設問にしてもらえないでしょうか。 

検討します。 
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問８で「地域」とあり、問９で「地区」とあるので、統一したほうがいいのではないでし

ょうか。また、問１８で「参加したくない」人は問１８-１に回答するようになっています

が、どうすれば参加したくなるかという設問を設けてもいいのではないでしょうか。 

ありがとうございます。事前に資料をご覧いただき、たくさんご意見をいただきまし

た。ご意見はアンケート調査に反映して、委員さんには事前にご報告いたします。 

町内で自治会に加入していない世帯はどれくらいあるのですか。 

マンションやアパートに住んでいる方は自治会に加入してない方が多いと思います。

民生委員さんの活動に支障があり、町の災害時要援護者支援制度で近隣協力員の設

定を区長にお願いしても、自治会に入っていないため設定できないという相談は受け

ています。 

麻生地区は多いですよね。 

自治会に入ってない世帯数についても、後日報告させていただきます。 

だいたい意見が出そろったと思いますので、次に移ります。資料３地域福祉に関す

る中学２年生アンケート調査について、事務局より説明を願います。 

【説明】 

ご意見ご質問はありませんか。 

中学２年生を対象にした意図は何ですか。 

町の総合計画アンケートも対象は中学２年生でした。１年生は小学生から上がったば

かり、３年生になると多忙であるなどの理由です。 

愛着について、幼い頃の地域の人との関わりよって、地域に対する思いも変わると

思います。地域の方からしてもらったこと、例えば通学を見守ってもらった、行事をし

てもらったなどを引き出す設問があれば、地域のことを考えるきっかけになるかなと

思います。 

「地域の方との関わりについて記憶に残っていることはありますか」などの設問で、

例文を設けた上での自由記述にするという方向で検討いたします。 

私も自由記述で入れてほしい項目があります。心身ともに健やかな暮らしという点

から、「あなたが困っていることや悩んでいることはありますか」と「そういう時どうし

ますか」という項目を入れてほしいと思います。また、問８で「次のような」とあります

が、「どのような」のほうが良いのではないでしょうか。 

問１０の１３番が「その他」で１４番が「わからない」となっていますが、「その他」が後

のほうが良いかなと思います。 

その他ありませんか。言葉の使い方ですが、「その他」より「自由記述」のほうが良い

かと思うので検討してください。 

愛着の設問について、他の設問で思いを引き出した後に「砥部町に愛着を感じてい

ますか」と持ってくるようにしてはどうでしょうか。早い段階で聞くと答えが変わるの

ではないかと思います。 

検討します。 

問９のボランティア活動について、問９-1 でやりたくない理由を尋ねていますが、参

加したボランティア活動について尋ねる設問もあれば良いと思います。 

それでは続いて、資料４団体アンケート調査について事務局より説明を願います。 
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【説明】 

質問はありませんか。 

３ページの活動の頻度で、町内での活動か、町外を含めた活動かを明確にほしいと

思います。 

町内外での活動で結構です。町外活動を含むという注釈を入れるようにします。 

自由記述欄が多いですが、WEB回答はできますか。 

メールでデータをお送りします。紙でもお送りします。 

すまいるというボランティア団体で活動していますが、スマイルとして回答するのか

ボランティア連絡協議会として回答するのかどちらでしょうか。 

立場により回答が違うようであれば、それぞれで回答してもらってもかまいません。 

私も個団体の会長、地区の会長、連合会の副会長もしているので、どういう立場で

回答すればよいのか迷います。 

連合会代表の立場で回答し、細かい部分については地区の活動内容を記入するの

でも結構です。 

後日対面ヒアリングを行う予定なので、その時に詳しいお話を聞かせてもらいたい

と思います。 

議案４ その他 

たくさんのご意見をありがとうございました。本日予定していた議題は以上となり

ます。せっかくの機会ですので、他に何かご意見等ありませんか。 

（意見なし） 

特になければ、議案の審議は全て終了しました。ありがとうございました。 

 

５．閉会 

（午前１１時８分） 

 


